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はじめに

表 1 測定対象化合物一覧

サンプル
モデル試料として測定したタンパクを表1に示しました。

これらの市販の標準品を超純水に溶解・希釈し、分析用試
料としました。

 取扱いの簡単なシングル四重極質量分析計LCMS -2050でインタクトタンパク質の分子量確認が可能です。
 LabSolutions Insight  Biologics を用いることにより、視覚的に分かりやすく多価イオン解析を行うことができます。

シングル四重極質量分析計によるインタクト
タンパク質の分子量確認
川嶋 美帆、加藤 紀子

高速液体クロマトグラフ質量分析計

分析条件
測定機器には、高速液体クロマトグラフNexera X3とシン

グル四重極質量分析計LCMS-2050を使用しました。分析条
件を表2、3に示します。

表2 LC分析条件

System : LCMS-2050 
Ionization : ESI/APCI (DUIS), Positive mode
Interface voltage : 3.0 kV
Mode : Scan m/z  500－2000 
Nebulizing gas flow : 2 L/min
Drying gas flow : 5 L/min
Heating gas flow : 7 L/min
Desolvation temp. : 450 ℃
DL temp. : 200 ℃

*1 P/N: 227-31177-03

図１ Nexera 、LCMS -2050システム

# Compounds
1 ミオグロビン from equine skeletal muscle
2 炭酸脱水酵素 ウシ赤血球由来
3 β-カゼイン from bovine milk

バイオ医薬品は、遺伝子組換えや細胞培養などのバイオテ
クノロジーを利用して製造される医薬品です。有効成分とな
るタンパク質はイオン化部を複数持つ高分子化合物であり、
多価イオンが検出される場合はソフトウェア上で解析処理
（デコンボリューション）を行うことで分子量を推定できま
す。より正確に分子量を推定するためには高分解能質量分析
計が用いられますが、品質管理等で主成分が予め想定されて
いる場合、取り扱いの簡便なシングル四重極質量分析計を用
いて分子量の確認を行うことが可能です。

本報では、高分子化合物の合成確認を目的として、シング
ル四重極質量分析計を用いたタンパク質の分析および解析例
をご紹介します。

デコンボリューション結果
ミオグロビン、ウシ炭酸脱水酵素について、検出された

ピークのマススペクトルと、デコンボリューションにより
得られた多価イオン解析マススペクトルを図2、3に示しま
し た 。 LabSolutions Insight Biologics に は 、 Positive 
Probability Limited. の 多 価 イ オ ン 解 析 ア ル ゴ リ ズ ム
“ReSpect” が搭載されています。分子量が大きいタンパク質
の多価イオン解析による分子量推定に有用です。

図２（A）ミオグロビンのマススペクトルと（B）多価イオン解析マススペクトル
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System : Nexera X3
Column : Shim-pack Scepter  C4-300 *1

(50 mm×2.1 mm I.D.,  3.0 µm） 
Temperature : 40 ℃
Injection volume : 5 µL
Mobile phases : 0.1 % formic acid in Water

0.1 % formic acid in Acetonitrile
Flow rate : 0.4 ml/min
Time program (%B) : 5 % (0.00 min)→60 % (5.00-15.00 min)→

5 % (15.01-18.00 min)

表3 MS分析条件

(A) (B)
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まとめ

LCMS、Nexera、LabSolutions Insight、DUISおよびShim-pack Scepterは、株式会社島津製作所またはその関係会社の日本およびその他の国における商標
です。

＜関連アプリケーション＞
1. シングル四重極質量分析計を用いたオリゴヌクレオチド不

純物分析- Application News No.01-00974-JP 

シングル四重極質量分析計LCMS-2050および 解析ソフト
ウェアLabSolutions Insight Biologicsを用いて、インタクト
タンパクの分子量確認を簡便に行うことができました。

解析にLabSolutions Insight Biologicsを用いることで、複
数の成分が想定される場合や不純物が検出された場合も、
視覚的に分かりやすく比較することが可能です。

図4にはβ-カゼインのInsight Explore Biologicsによる解析
画面を示しました。 クロマトグラムから検出されたピーク、
得られたピークのマススペクトル、多価イオン解析後のマ
ススペクトルを１つの画面で確認することができます。

LabSolutions Insight Biologicsでは、価数違いや同位体ス
ペクトルをすべて合算した成分クロマトグラムを描画する
ことができます。成分クロマトグラムの重ね描きや、デコ
ンボリューションにより算出した分子量をピークトップに
表示させることが可能なため、複数の成分が想定される場
合や不純物が検出された場合も視覚的に分かりやすく比較
することができます。

β-カゼインからは2つのピークが検出されており、それ
ぞれのピークの推定分子量は24088と23979であることが成
分クロマトグラムの重ね描きから分かります。
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図 4 多価イオン解析結果
（A）成分クロマトグラムの重ね描き （B）多価イオン解析マススペクトル （C）マススペクトル

図３（A）ウシ炭酸脱水酵素のマススペクトルと（B）多価イオン解析マススペクトル
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https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/25681/an_01-00974-jp.pdf
https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/25681/an_01-00974-jp.pdf
https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/25681/an_01-00974-jp.pdf
https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/25681/an_01-00974-jp.pdf
https://www.an.shimadzu.co.jp/sites/an.shimadzu.co.jp/files/pim/pim_document_file/an_jp/applications/application_note/25681/an_01-00974-jp.pdf


 アンケート

関連製品 一部の製品は新しいモデルにアップデートされている場合があります。

 LCMS-2050
シングル四重極質量分析計

 LabSolutions
Insight™ Biologics
オリゴ核酸向け配列同定ソフトウェア

関連分野

 医薬・バイオ医薬品  バイオ医薬品

 価格お問い合わせ  製品お問い合わせ  技術お問い合わせ  その他お問い合わせ

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

https://www.an.shimadzu.co.jp/forms/questionnaire/index.html?apl_id=26069&from_apl=26069
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4653&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4653&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4653&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4653&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4981&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4981&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4981&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4981&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4981&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4981&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?prod_id=4981&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?ind_id=503&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/system/redirect.html?ind_id=275&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/forms/price/index.html?page=webform_start&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/forms/product/index.html?page=webform_start&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/forms/technical-support/index.html?page=webform_start&apl_id=26069&from=apl
https://www.an.shimadzu.co.jp/forms/other/index.html?apl_id=26069&from=apl
http://www.tcpdf.org

